
管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

熊本県熊本市西区京町本丁２番７号

４１９万ha
うち森林面積   ２７７万ha
うち国有林面積 ５３万ha

８県
福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、

大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

九州森林管理局は、九州・沖縄８県に所在する森林

の約２割（約５３万ha）に相当する国有林の管理経営

を担っており、管内には、スギやヒノキの人工林が多い

一方で温暖湿潤な気候により多様な天然林も広がって

いるのが特徴です。

　九州山地や屋久島などには原生的な森林が残って

おり、ミヤマキリシマといった希少植物など多様な

生物の生息地であることから、生物多様性保全に配

慮しつつ、厳正な保護と地域資源の活用を両立した

持続可能な管理が進められています。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

綾
の
照
葉
樹
林
へ
の
復
元
は
、
復
元
エ
リ
ア

内
の
人
工
林
周
辺
に
残
さ
れ
て
い
る
保
護
樹
帯
・

保
残
帯
を
種
子
の
供
給
源
と
し
て
、
植
栽
は
せ

ず
自
然
の
力
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

綾
プ
ロ
の
取
組
と
成
果
・
課
題

（
１
）
人
工
林
か
ら
照
葉
樹
林
へ
の
復
元

原生的な照葉樹林

尾根沿いに伸びる保護樹帯

保護樹帯・保残帯
（天然林）

人工林
（スギ・ヒノキ）

人工林から照葉樹林への復元イメージ

現在の状況のイメージ

は
じ
め
に

綾
プ
ロ
の
取
組
と
成
果
・
課
題

保護樹帯・保残帯
（天然林）

人工林
（スギ・ヒノキ）

抜き伐りにより造林木を減
らすことで林内に光を入れ
照葉樹の発生を促す。

照葉樹が十分育った頃、残
るスギ、ヒノキを全て除去
し照葉樹林に復元する。

人工林 照葉樹林

沖縄県

石垣島・西表島

奄美大島・徳之島

●

九州森林管理局

福岡県
佐賀県

長崎県

鹿児島県

対馬

五島列島

種子島

屋久島

宮崎県
熊本県

大分県

綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
年
の
歩
み

九
州
森
林
管
理
局

国有林野

　

綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
「
綾
プ

ロ
」
と
い
う
。）
は
、
宮
崎
県
綾
町
に
所
在
す
る

綾
川
流
域
に
残
さ
れ
た
、
学
術
的
に
も
貴
重
な

わ
が
国
最
大
級
の
原
生
的
な
照
葉
樹
林
を
、
厳
正

に
保
護
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
周
辺
に
存
在
す
る

二
次
林
や
人
工
林
を
、
照
葉
樹
林
に
復
元
す
る
た

め
の
取
組
で
す
。
平
成
17
年
に
、
５
者
（
九
州
森

林
管
理
局
・
宮
崎
県
・
綾
町
・(

公
財)

日
本
自
然

保
護
協
会
・（
一
社
）
て
る
は
の
森
の
会
）
が
協

定
を
締
結
し
、
連
携
・
協
力
・
協
働
し
て
取
組
を
進
め
、

令
和
７
年
５
月
に
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
綾
プ
ロ
の
取
組
と
、
本
年
１
月
に
開
催

し
た
20
周
年
記
念
報
告
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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綾
プ
ロ
20
周
年

　

復
元
に
あ
た
っ
て
、
周
辺
の
母
樹
か
ら
散
布

さ
れ
た
種
子
の
発
芽
や
稚
樹
の
生
育
を
促
す
た

め
、
人
工
林
を
間
伐
し
、
光
環
境
の
改
善
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
光
環
境
が
不
足
し
種
子
の
発

芽
に
至
ら
な
い
こ
と
や
、
近
年
の
シ
カ
増
加
に

よ
り
稚
樹
が
食
害
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
め
今
後
は
、
主
伐
を
含
め
た

面
的
な
伐
採
に
よ
る
復
元
方
法
の
検
討
※

や
、
シ

カ
防
護
柵
の
設
置
、
シ
カ
個
体
数
の
減
少
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※　

光
環
境
の
改
善
を
目
的
に
「
点
」
や
「
線
」
で
は

　

な
く
「
面
」
を
単
位
と
し
た
伐
採
方
法
。
伐
採
幅

や
面
積
に
上
限
を
設
け
計
画
的
な
伐
採
を
検
討
。

（
２
）
地
域
の
方
々
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る

　
　
　

取
組
の
推
進

　

間
伐
、
シ
カ
防
護
柵
の
設
置
な
ど
の
復
元
作
業

の
一
部
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
か
ら
、
企
業
、

学
生
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
綾
町
民
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
令
和

５
年
か
ら
、
綾
プ
ロ
エ
リ
ア
内
の
母
樹
と
な
る
シ

イ
・
カ
シ
類
等
の
種
子
（
ど
ん
ぐ
り
）
を
採
取
し
、

小
中
学
校
で
苗
を
数
年
間
育
て
た
後
に
、
伐
採
跡

地
等
へ
植
栽
す
る
取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

の
参
加
者
か
ら
は
「
綾
プ
ロ
の
取
組
が
大
変
勉
強

に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
綾
プ
ロ
の

活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

※　

生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
て
回
復
さ
せ
る

　

こ
と

　

綾
の
照
葉
樹
林
は
、
多
く
の
日
本
固
有
の
生
き

物
が
生
息
す
る
世
界
的
に
も
貴
重
な
財
産
で
す
。

後
世
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
地
域
の
振
興
・

発
展
に
繋
が
る
よ
う
、
取
組
の
成
果
と
課
題
を
検

証
し
、
今
後
と
も
引
き
続
き
関
係
者
と
連
携
し
て

保
護
・
復
元
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

シカ防護柵の設置作業

間伐作業

大きく育ったどんぐりの苗

照葉樹林ウォークイベント 関係者によるパネルディスカッション

どんぐりをプランターにまく

間伐区域内のプロット調査 間伐実施後の森林内

　

令
和
８
年
１
月
24
日
に
、
綾
町
公
民
館
文
化

ホ
ー
ル
で
20
周
年
記
念
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

綾
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
に
お
け
る
成
果
と
課
題
の
報
告
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
※
に
関
す
る
基
調
講
演

や
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
綾
の
森
づ
く
り
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
25
日
に
は
、「
照
葉
樹
林
ウ
ォ
ー
ク
」
と

題
し
て
、
照
葉
樹
林
の
復
元
の
過
程
を
見
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
外
か
ら
を
含
む
約
30
名
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